
     令和７年度学校評価自己評価表  学校名：廿日市市立金剛寺小学校 

学校教育目標 
夢をもち、自らチャレンジする 

金剛寺っ子の育成 

〔ミッション 

・ビジョン〕 

「 子 ど も の 夢 を 育 む 」 学 校 

～児童・教職員・保護者・地域の協働～  

 

経営目標に向かう 

ストーリー 

「夢をもち、自らチャレンジする金剛寺っ子の育成」ために、「互いに学び合い認め合い高め合うチーム金剛
寺」というキャッチフレーズのもと、学校経営を行っていく。未来を担う子どもたちに、今、必要とする力を

育むため、個別最適な学びを提供する。そのために、まず職員が個別最適な働き方をチームとして行う習慣を
つける。それを通して、緩やかな協働と新しい価値を生み出す充実感を私たちが味わいながら、児童にも対話
を通して児童主体の活動を活性化させていく。 

 

評価計画 
現
状
値 

目
標
値 

中

間 

最

終 

達
成
度 

評
価 中期経営目標 

短期経営目標
【◎重点項目】 

目標達成のため

の方策 
評価指標 

①主体的に学び
を進める児童
の育成 

◎学び続けようと

する態度の育成 

 

 

 

 

◎自律し、協働的

な学習を進める

力の育成 

 

 

 

・本質的な問いの

追求 

 

 

・学習計画つくり

と家庭学習の充

実 

 

 

 

 
・協働的な学びの 

場の工夫と充実 

 

 
 

・単元構想シート

の効果的な活用 

 

 

 

・「課題の解決に向けて、自分 

で考え、自分から取り組む 

ことができている」全国学 

力・学習状況調査児童質問 

紙評価 【市共通項目】 
 

 

・「理由をつけて自分の考え

を説明することができてい

る」児童評価【校区共通項

目】 
 

 

 

・各教科の見方・考え方を実

感できる学びが作れてい

る」職員評価・児童評価 
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②児童の自治
的能力の向
上 

 

 
◎課題に気付き

解決しようと

行動する態度

の育成 

 

 
 

・規範意識の醸   

 成 

・課題解決を目指
した児童会活動
の計画的な実施 

 
 
・自分の成長を実
感させる定期的
な振り返り 

 
 

・ＩＣＴ活用・生活
のきまりの共有
と再考 

 

 

・「係・当番活動や委員会活動
等でみんなの生活をよりよ
くするために考えて行動し
ている」児童評価 

 
・「自分の良さや自分らしさ
が認められている」児童評
価【校区共通項目】 

 
 

・「１年を通じて、情報モラル
やリテラシーを身に付ける
為の取組を計画的に行って
いる。」職員評価 
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③働き方改革
の推進 

 
・教職員のやり
がい、充実感の
向上 

・風通しの良い職 
場づくり 

 

 
・自己の働き方の 
見直し 

 

・「自己の役割を理解し、風通
しの良い職場づくりの１役
を担っていることを自覚し
ている」職員評価 

 
・「自己のタイムマネジメン
ト力は向上している」職員
評価 
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結果と課題の分析・改善方法等（中間） 

〇「課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組むことができている」の児童
の自己評価は、９４％であった。児童が選
択肢と自己決定を行える環境を設定する
ことで、課題の解決に向けて自分から取り
組み、学び続けようとする姿勢がみられた
ことが考えられる。今後も、家庭学習で取
り組んでいる自主学習や自由進度学習等
で他の児童の学びを紹介したり、学び方を
評価したりすることで、児童の自ら学びに
向かう主体的な態度の育成を図っていく。 
 
〇「学習でも生活でも、理由をつけて自分
の考えを説明することができている」の児
童の自己評価は、８６％であった。理由を
つけて説明することができないと感じて
いる児童が１４%であった。授業の中で、
自分の考えを持たせる場面や自分の考え
を理由をつけて相手に伝えることができ
るペアトークやグループトークの場の設

〇「係活動・当番活動や委員会活動などで、
みんなの生活をよりよくするために考え
て行動している」と答えた児童の割合は、
前年度の 96％から 93％へとわずかに減
少した。今後は、これらの活動にゆとりを
もって取り組めるよう、活動時間を確実に
確保していく必要がある。また、来年度に
向けては、朝の時間を活用した学級活動の
充実を図り、児童が主体的に学校生活をよ
りよくしていこうとする意識の向上を目
指していく。 
 
〇「自分の良さや自分らしさが認められて
いる」と答えた児童の割合は、83％であっ
た。約２割の児童が認められていると感じ
ていないという結果となった。１学期の取
組としては、学校行事である運動会でお互
いの良いところを伝えあったり、学級での
友達の良いところを伝えあったりする活
動を行っている。２学期も引き続き、学習

〇「自己の役割を理解し、風通しの良い職
場づくりの１役を担っていることを自覚
している」の職員の自己評価は、100％で
あった。教職員のほぼ全員が「風通しの良
い職場づくり」に協力する意識をもってく
れている。さらに、心理的安全性が高まる
ように、教職員集団の意識の醸成を高めて
いきたい。 
 
〇「自己のタイムマネジメント力は向上し
ている」の職員の自己評価は、88％であっ
た。半分以上の教職員が異動してきてお
り、新しい職場での不慣れもあると感じて
いる。それぞれの強みが生きるような教職
員の働き甲斐を高める取組を行っていく
ことで、ほぼ全員が自己のタイムマネジメ
ントが高まったと実感できるようにした
い。 



定をして、その考えに対して教職員が評価
を行い、自分の考えに対して自信を持たせ
るようにしていく。 
 
〇「各教科の見方・考え方を実感できる学
びが作れている」の職員の自己評価は、７
５％であった。各教科の見方・考え方を実
感できる学びが作れているとあまり思わ
ない職員が２５％であった。また、児童
で、「いろいろな授業や学習で学んだこと
を生活やほかの教科で使うことができて
いる。」と感じている児童は、91％であっ
た。考えられる理由として、若い教職員が
増え、各教科の見方・考え方への理解の不
十分さと、校内において、どのような指導
や学習が「各教科の見方・考え方を実感さ
せる学び」であるかの共通意識が不足して
いると考える。今後は、校内研究と合わせ、
各教科の見方・考え方の理解と指導方法に
ついて研修していく機会を設けていく。  

発表会等を中心に、一人一人の良さを伝え
あう活動に力を入れ、一人でも多く、「自
分の良さや自分らしさ」が認められている
と感じられるように取り組んでいく。 
 
〇「１年を通して、情報モラルやリテラシ
ーを身に付けるための取組を計画的に行
っている」においては、年間を通して計画
的に取組を実施しており、下半期において
も、道徳科の授業や第２回情報リテラシー
クイズなどを通して、学校全体で取組の充
実を図っていく。 

学校運営協議会員より 
 
〇働き方改革に関しては、新しく赴任した先生も多いので、新しい風が吹けるよう、先生方が自分で決めて自分で判
断できる場の設定が必要ではないか。教師が伸びやかに取り組むことで、児童も伸びやかに過ごすことができると思
う。裁量が大切だろう。 
 
〇金剛寺小学校では、ゲーム等の課題はどうか。課金の問題とか気になる。（情報リテラシーの学習等をおこなってい
ることから）保護者の理解も大切だろう。 
 
〇縦割り班掃除など、異学年交流を行っていることが、七尾中学校でも効果的である。異学年交流が中学校での持ち
味になっている。中学校の生徒会と児童会の連携があるといいと思うが。 
 
〇放送委員会が放送の見本を見せることで、放送の仕方や発表の仕方が上達するのではないか。低学年も聞いている
ので、高学年が見本を見せることが大切である。 
 
〇教師の話すスピードが速いように感じる。配慮が必要な子は聞きとれているだろうか？話すボリューム・スピード・
強弱を意識するべきではないか。 
 

 

結果と課題の分析・改善方法等（最終） 

〇「課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組むことができている」の児童
の自己評価は、９０％であった。中間に比
べて減少したが、家庭学習における自主学
習や自由進度学習等での取組は成果が出
ていることが考えられる。選択肢と自己決
定を行える環境を設定するとともに、職員
研修等での「授業改善」「授業づくり」の視
点を大切にしながら、児童の自ら学びに向
かう主体的な態度の育成を図っていく。 
 
〇「学習でも生活でも、理由をつけて自分
の考えを説明することができている」の児
童の自己評価は、８７％であった。理由を
つけて説明することができないと感じて
いる児童が１３%で、中間とほぼ変化がな
かった。授業の中のみならず日頃から、自
分の考えを表現させたり、理由をつけて相
手に伝えたりすることを継続していく。 
 
〇「単元構想シートの活用により、各教科
の見方・考え方を実感できる学びが作れて
いる」と答えた職員は中間の７５％から７
１％と減少が見られた。また、「いろいろ
な授業や学習で学んだことを生活やほか
の教科で使うことができている」と感じて
いる児童も、９１％から９０％と減少が見
られた。目標値が９８％であったが、教師
評価・児童評価の平均は、80，5％となり、
達成度は８３％で評価はＢである。授業づ
くりにおいて、各教科の見方・考え方を意
識した授業改善が出来ていないと感じて
いる教職員が数名いたり、今の学びが何の
ための学びなのか、何に生かせるのかにつ
いて自覚できないまま学んでいる児童も
いたりすることから、校内において各教科
の見方・考え方を、児童に身に付けさせる
にはどのような単元構想や授業改善が必
要かを校内全体で共有し、授業改善のため
の校内研修を充実していく。 
 
 

〇「係活動・当番活動や委員会活動などで、
みんなの生活をよりよくするために考え
て行動している」と答えた児童の割合は、
中間では前年度の 96％から 93％へとや
や減少が見られた。下半期には、係・委員
会活動の目的や役割を再確認するととも
に、委員会活動や縦割り班を生かした縦割
り班遊びや金剛寺まつりを実施した。その
結果、最終的には 96％となり、達成率
98％を達成した。今後も、児童主体の活動
を通して、主体的に学校生活をよりよくし
ようとする意識の向上を図っていく。 
 
〇「自分の良さや自分らしさが認められて
いる」と答えた児童の割合は、中間では
83％であった。学習発表会や学級活動等
を通して、互いの良さを伝え合う取組を行
った結果、最終的には 93％となり、達成
率 98％を達成した。今後は、「心の健康観
察」をきっかけにした声掛けを大切にし、
一人一人が自分の良さや自分らしさを実
感できるよう取り組んでいく。 
 
〇「1年を通して、情報モラルやリテラシ
ーを身に付けるための取組を計画的に行
っている」については、道徳科の授業や情
報リテラシークイズ等を通して、年間を通
じて取組を実施してきた。加えて、4年生
以上の学年では外部講師を招いた授業を
位置付けた。その結果、職員アンケートで
は 100％の達成となり、取組の定着が確
認できた。今後も、家庭との連携を意識し
ながら、情報モラル・リテラシー教育の充
実を図っていく。 

〇「自己の役割を理解し、風通しの良い職
場づくりの１役を担っていることを自覚
している」の職員の自己評価は、100％で
あった。目標値は、90％だったので、達成
度は 111％で評価はＡである。１月に行
った服務研修で全員で考えたように、真の
意味で「風通しの良い職場」になるために、
職員全員がさらに共通認識をもって、心理
的安全性を高めるためにお互いをリスペ
クトし、あらゆることを言い合えたり、高
めあえたりする職場にしていくことを目
指したい。 
 
〇「自己のタイムマネジメント力は向上し
ている」の職員の自己評価は、79％であっ
た。目標値が 100％であったので、達成
度は 79％となり評価はＣである。数名の
職員が、タイムマネジメントに課題を感じ
ていることが分かった。タイムマネジメン
トは、業務改善を進めるために必要な力で
あるが、どうしたら自己のタイムマネジメ
ント力を高めることができるかについて
は、研修や議論をしてきていなかった。今
後は、校内研修等でも効率的に仕事を行う
ために必要なことや業務改善として、簡素
化や効率化が目指せることを洗い出し、全
ての教職員が自信をもって業務にあたる
ことが出来ることを目指す必要がある。 



学校運営協議会委員より 
〇ＳＮＳでのトラブルについて、学校ではどのように把握をしているのか。（特にＳＮＳでのトラブルの報告は無いが、
多くの児童がゲーム機で友達と繋がっている実状がある。七尾中学校でのＳＮＳのトラブルについて、七尾中学校区
で連携し、保護者にも情報提供をしている。） 
 
〇小中での連携が必要だと感じた。ＳＮＳでのトラブルがいじめ等に発展しないよう学校でもしっかり取り組んでほ
しい。 
 
〇道路交通法が改正される。センターラインの無い道路の通行など教職員・児童への周知がいるだろう。また、自転車
も罰則が厳しくなっているので、児童への指導もお願いしたい。 
 
〇以前の教育現場とは働き方が変わってきていると感じている。若い先生など持ち帰りもあるそうだが、楽しく働く
ということが大切だろう。 
 
〇今年度は、半分以上の先生が変わり、金剛寺小学校自体がフレッシュに変わったと地域では感じており、良いこと
だと思っている。みんなで支え合ってがんばってほしい。 
 

 

学校関係者評価を受けての次年度の方針・方策 

学習指導 生徒指導 開かれた学校 働き方改革 
（中期経営目標） 
主体的に学びを進める児童の育
成 
（短期経営目標） 
①「自律し協働的な学習を進め
る力の育成」 
（目標達成のための方策） 
・児童の自律を目指した単元づ
くりを進める。 
・協働的な学びの場を工夫し、充
実させる。 
・自分の考えをもち表現させる。 
・家庭学習を充実させる。 

（中期経営目標） 
豊かな心、健やかな体の育成 
 
（短期経営目標） 
②「課題に気付き自ら解決し
ようと行動する力の育成」 
（目標達成のための方策） 
・課題解決を目指した学級活
動や児童会活動を充実する。 
・自己有用感を育成する。 
・気持ちのいいあいさつ、ルー
ルやマナーを考えさせる。 

（中期経営目標） 
開かれた学校の推進    
 
（短期経営目標） 
③「地域とともにある学校づ
くりの充実」 
・授業の中で児童が地域への
愛着を育む場をつくる。 
・学校の教育方針への理解と
信頼を得るための情報発信を
充実させる。 

（中期経営目標） 
働き方改革の推進 
 
（短期経営目標） 
④「教職員の働きがいの向
上」 
・風通しの良い職場環境をつ
くる。 
・チーム担任制を中心とした
同僚性を向上させる。 
・自己の働き方を見直す。 

 


